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１．まえがき  

 供用から 40年経過したＫ橋の主ケーブルに於いて、防食のための送気システム 1)を検討するにあたり、実

橋主ケーブルに空気を送り込む試験を実施した。ケーブルバンドのコーキングを現状の状態と気密性を向上

させた新規の状態で、中央径間中央部に空気送入部を設置し送気して、送入部から 5 格点間（約 50[m]）の

ケーブルバンド部・ケーブル一般部の漏洩状況を観察した。また、5 格点のうち 3 格点に於いて排気圧力を

測定し、送気空気の到達距離を推定した。 

２．試験方法 

 ケーブルバンドのコーキンングを現状の状態と気

密性を向上させた新規コーキングの状態で、図-1に

示す送気カバーより所定の流量の空気を送気し、①

送気カバーのゲージ圧力②送気カバーと各ケーブル

バンド（格点 133、132’、130’）の差圧を測定した。

送気流量は、0.6、1.0、1.2[m3/min]の３水準とした。

また、ケーブルバンドとケーブル一般部にリーク検

査液を塗布し、送気空気の漏洩箇所を調査した。 

３．試験結果 

（１）現状のケーブルバンド状態 

図-2に送気距離とケーブル表面の排気圧（送気カ

バー部、格点 132、133、130’）の関係を示す。主ケー

ブルの側面から送られた空気が中心へ向かって浸透す

る送気カバー部に於ける圧力は特異点として無視し、

回帰式を指数関数[P=α×e-βL]で表し、α、βを求め

ることができた。表-1に回帰式によって求めた排気圧

力が 10[mmAq]2)となる送気距離を示す。送気流量

1.0[m3/min]で排気圧力が 10[mmAq]となる距離は

28.4[m]と短く漏洩量を減らすためのコーキング工事

が必要不可欠であることが解った。                               

写真-1 にケーブルバンド及びケーブル一般部に発

泡液を塗布し、泡立ちによる漏洩状況を撮影した画像を

示す。ケーブルバンドでは、①下部の端面②合わせ部③

ハンガーロープ表面全体から漏洩しており、中でも③ハ

ンガーロープ表面また溝部に沿って大量の空気が漏洩し

ていることが解った。④ケーブル一般部の漏洩箇所は、 

図-1 実橋送気試験フロー図 

Q=0.6[m3/min]：P=19.22994×exp(-0.05173L)

Q=1.0[m3/min]：P=44.37398×exp(-0.05226L)

Q=1.2[m3/min]：P=55.69207×exp(-0.04955L)

図-2　送気距離と排気圧力の関係
　　　　（現状コーキング状態）

表-1　排気圧力10[mmAq]となる送気距離
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極一部のひび割れた部位に限定されており、量も微量であ

ることが解った。 

（２）新規コーキングにより気密化したケーブルバンド状態 

 試験区間である格点 133～格点 130’のケーブルバンドのコ

ーキングの改良工事を行った。写真-2に改良工事後のケーブ

ルバンドの状態を示す。 写真-1 に示す①下部の端面②合わ

せ部③ハンガーロープ表面を気密化した。           

 図-3に送気距離とケーブル表面の排気圧力（送気カバー部、

格点 133、130’）の関係を示す。併せて、（１）と同様に求め

た回帰式（指数関数）を示す。表-2に回帰式を使って求めた

排気圧力が 10[mmAq]となる送気距離を示す。送気カバー部か

ら試験区間である門司側だけのケーブルバンドを改良した場

合の流量の分配比率は、門司側４：下関側６と推測され、表

-2にこの時の門司側への送気流量を併記する。    

門司側への送気流量 0.48[m3/min]（送気流量 1.2[m3/min]）

に於いて、排気圧力が 10[mmAq]となる距離は 100.9[m]であっ

た。従って、関門橋すべてのケーブルバンドを改良して、送

気流量 1.0[m3/min]）で送気した場合に、排気圧力が 10[mmAq]

となる距離は約 100[m]と推定した。また、現地の観察では少

なくとも 105[m]までの空気到達（空気漏洩）が確認できた。 

 

 

写真-3 に改良工事後のケーブルバンドの漏洩状況を撮影

した画像を示す。改良によって大部分の漏洩は抑えることが

できた。写真に示すように、ハンガーロープの内部の隙間を

通った空気がコーキング端部とロープ表面で発泡する様子が

確認された。ただし、発泡の状態からその量は極微量である

と思われる。 

 

４．まとめ 

 実橋試験によって、主ケーブル内部の送気乾燥システムを導入する際には、ケーブルバンド部の気密化が

必要不可欠であることが解った。また、送気流量および送気長さ等の基本諸元を求めるとともに、別途実施

した送気シミュレーションのパラメータ設定のための基本データを収集することができた。 
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表-2 排気圧力 10[mmAq]となる送気距離 

写真-3 改良工事後のケーブルバンド漏洩状況 

写真-2 改良工事後のケーブルバンド状態 

図-3　送気距離と排気圧力の関係
　　　　（新規コーキング状態）

Q=0.6[m3/min]：P=164.98110×exp(-0.03708L)

Q=1.0[m3/min]：P=330.07702×exp(-0.03733L)

Q=1.2[m3/min]：P=420.83125×exp(-0.03701L)

写真-1 ケーブルバンド、一般部の漏洩状況 
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